
 

 

 

 

 

 

 

 

 

長門、大村、室戸、板橋における調査事例 

 

（令和２年度国土交通省補助事業 

「環境・ストック活用推進事業」による調査） 
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■活動目的 

先行地域の住民からモデル実証参加者を募集し、暖かく住まうことによる室温、血圧、

睡眠など改善を体感していただくことによって、健康行動の変容を促し、スマートウエル

ネス住宅の普及につなげることを目的とする 

■活動成果の概要 

先行地域として、山口県長門市、長崎県大村市、高知県室戸市、東京都板橋区において合

計 104名の市民を対象に、簡易窓断熱改修、簡易加温（脱衣室・トイレ）の結果、トイレ

の室温は３地域で、脱衣室の室温は２地域で上昇し、全地域で朝の最高血圧、最低血圧と

もに、低下の傾向を示し、スマートウエルネス住宅等推進調査委員会の調査報告と同様の

傾向となった。 

図 3.1 医療福祉・建築連携事業のモデル実証用調査機器と測定結果フィードバック資料 

表 3.1 医療福祉・建築連携事業のモデル実証スケジュール 

地域 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

⼭⼝県
⻑⾨市
32⼈*1

⻑崎県
⼤村市
33⼈*2

⾼知県
室⼾市
15⼈*3

東京都
板橋区
24⼈*4

測定 フィードバック資料作成調査準備

*1︓昨年度までのセミナー
参加の⼀般市⺠、建築
⼠、医療福祉関係者等
から事前募集

*2︓昨年度までのセミナー
参加の⼤村市⽼⼈クラ
ブ会員、建築⼠等から
事前募集

◆
12/2(⽔)
①14:00-16:00

②17:00-19:00

●
3/3(⽔)

*3︓昨年度までのセミナー
参加の健康応援団、
建築⼠等から事前募集

*4︓区役所関係者、市⺠、
建築関係者から事前募集

測定 フィードバック資料作成調査準備

測定 フィードバック資料作成調査準備 ◆
12/9(⽔)
13:30-15:30

●
3/10(⽔)
13:30-14:30

◆
12/16(⽔)
13:30-15:30

●
2/24(⽔)

13:30-15:30

測定 フィードバック資料作成調査準備 ●
2/19(⾦)
2/22(⽉) 

◆
12/11(⾦)
12/15(⽕)

15:00-17:00 

コロナ対策のため集合
しての研修会を中⽌し
個別に資料を郵送

合計104⼈

コロナ対策のため集合
しての研修会を中⽌し
個別に資料を郵送

コロナ対策のため現地
研修会に東京から遠隔
で説明・質疑応答

コロナ対策のため現地
研修会に東京から遠隔
で説明・質疑応答

⑤睡眠計④家庭血圧計

①CO2温湿度計×1個 ②温湿度計×1個 ③温度計
×3個[居間床上1ｍに設置]  [寝室枕の高さに設置] [居間床上、

脱衣所・ ト イレ床上1ｍに設置]

(a) 調査⽤貸与品（配布・回収） (c) 測定結果フィードバック資料

窓⽤透明発泡緩衝材
(消耗品として⽀給）

【 生年月】 西暦（ ） 年（ ） 月生まれ

【 性別】 男性／女性

あなたの測定期間
(測定を始められた日および終了された日をご記入く ださい）

・ ありのまま期間

月 日 ～ 月 日
・ 快適期間

月 日 ～ 月 日

測定期間は8日間です。
記入例（ P2） を参考に毎日ご記入をお願いします。

※書き損じ等の場合には、P13, 23  の予備ページをお使いください。

1

対象者ID： （ ）

測定機器No.

体温計（ ）

活動量・ 睡眠（ ）

血圧計（ ）

※始めにご自身でご記入ください

資料2 長門市健幸住宅推進事業効果検証調査

就寝前後日誌
（ 就寝前、起床後に記入）

⑥説明書・ 同意書・
アンケート ・ 日誌等

脱⾐所・トイレ等⽤
電気式パネルヒー

ター（現物⽀給）

(b) 調査⽤⽀給品

調査にご協⼒いただき誠にありがとうございました

あなたの健康改善のための

測定結果をお返しします

令和２年度国⼟交通省補助「医療福祉・建築連携事業検証調査」(板橋区）

部屋を暖かくして健康に
⼀般社団法⼈ 健康・省エネ住宅を推進する国⺠会議

慶應義塾⼤学 伊⾹賀俊治研究室

測定期間︓12⽉16⽇〜12⽉29⽇ I-XX

ご⾃宅の

温度
あなたの

⾎圧

あなたの

睡眠

あなたの

脈拍

あなたの

歩数

調査にご協⼒いただき誠にありがとうございました

測定結果の集計をまとめました

令和２年度国⼟交通省補助「医療福祉・建築連携事業検証調査」(板橋区）

部屋を暖かくして健康に
⼀般社団法⼈ 健康・省エネ住宅を推進する国⺠会議

慶應義塾⼤学 伊⾹賀俊治研究室

測定期間︓12⽉16⽇〜1⽉13⽇ 板橋区

個⼈
属性

室温
分布

CO2濃度

分布
湿度
分布

通常期間 暖か期間

窓⽤透明断熱
シート

脱⾐所・トイレ等⽤
電気式パネルヒーター

⾎圧睡眠歩数

個⼈毎の測定結果 地域毎の測定結果
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■活動成果の詳細 

(1) 年齢、体格、住宅形態（戸建／集合） 

先行地域の調査参加者の年齢、体格、住宅形態（戸建／集合）は、以下の通りであった。

年齢について長門市の平均年齢は 53.0 歳、大村市は 73.4 歳、室戸市は 57.7 歳、板橋区

は 58.8歳であり、大村市では特に高齢者が多かった。男女差については、長門市で女性

のほうが 3.3 歳、室戸市で男性のほうが 3.7 歳、板橋区で男性のほうが 7.8 歳高齢であ

り、大村市はほぼ差が見られなかった。 

 
図 3.2 各都市の年齢分布 (左上：長門市、右上：大村市、左下：室戸市、右下：板橋区) 

 

続いて BMI について、長門市の平均 BMI は 22.7kg/m2、大村市は 23.7 kg/m2、室戸市

は 24.5 kg/m2、板橋区は 21.2 kg/m2であり、室戸市では他の都市と比較し、肥満体型の者

が多かった。また、男女差については大村市を除く 3都市でいずれも男性のほうが 0.6 kg/m2

～1.9 kg/m2ほど高かった。大村市ではほぼ差が見られなかった。 

最後に、各都市の対象者が戸建住宅に居住しているか集合住宅に居住しているかについ

て、集計した。その結果板橋区を除く 3 都市では 8 割以上の対象者が戸建住宅に居住して

いた。板橋区では約 6割が集合住宅に居住していた。 
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図 3.3 各都市の BMI 分布 (左上：長門市、右上：大村市、左下：室戸市、右下：板橋区) 

 

 

 
図 3.4 各都市の居住環境の集計 (左から長門市、大村市、室戸市、板橋区) 
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(2) 簡易窓断熱と脱衣室等へのパネルヒータ設置による室温改善効果 

4 都市（長門市、大村市、室戸市、板橋区）それぞれで通常期間と暖か期間※の住宅環境

の比較を示す。それぞれ対応のある t 検定を行った。以降の検定による有意水準は、 

***:p <0.001、**:p <0.01、*:p <0.05、†:p <0.10 n.s : not significant と表記する。 

4 都市それぞれで通常期間と暖か期間の外気温に差が見られたため、住宅内の室温改善

効果も異なっている。 

 

長門市は概ねの対象者の通常期間である 12/2～12/8 の平均外気温が 8.1℃であったの

に対し、暖か期間である 12/9～12/15 の平均外気温が 6.9℃と約 1.2℃低い傾向であっ

た。居間・寝室・脱衣所の平均室温は外気温の低下に伴い有意に低下しているが、低下幅

は小さく、トイレの室温は各期間に有意な差は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.5 長門市の調査参加者宅における室温改善 

 

大村市は概ねの対象者の通常期間である 12/9～12/15 の平均外気温が 9.1℃であったの

に対し、暖か期間である 12/16～12/22の平均外気温が 6.4℃と約 2.7℃低い傾向であった。

居間・寝室・脱衣所・トイレの平均室温は外気温の低下に伴い有意に低下しているが、低下

幅は大幅に小さく抑えられていた。 

 
※ 居間・寝室の窓に透明発泡緩衝材を設置して頂き、脱衣所 orトイレには電気式パネルヒー

ターを設置して頂いた。 
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図 3.6 大村市の調査参加者宅における室温改善 

 

室戸市は概ねの対象者の通常期間である 12/16～12/22の平均外気温が 6.5℃であった

のに対し、暖か期間である 12/23～12/29 の平均外気温が 10.0℃と約 3.5℃高い傾向であ

った。居間・寝室・脱衣所・トイレの平均室温は外気温の上昇と共に有意に上昇している

ことが確認された。 

 

図 3.7 室戸市の調査参加者宅における室温改善 
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板橋区は概ねの対象者の通常期間である 12/16～12/22の平均外気温が 4.0℃であった

のに対し、暖か期間である 12/23～12/29 の平均外気温が 6.5℃と約 2.5℃高い傾向であっ

た。居間・寝室・脱衣所・トイレの平均室温は外気温の上昇と共に有意に上昇しているこ

とが確認された。 

 

 

図 3.8 板橋区の調査参加者宅における室温改善 
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（3）起床時最高血圧の低減効果 

都市ごとに朝及び晩の最高・最低血圧を、通常期間と暖か期間それぞれについて集計し、

対応のある t 検定により比較する。まず長門市に関して、朝の最高血圧は、通常期間の平均

121.5mmHg に対して、暖か期間には平均 121.0mmHg となり、0.5mmHg 低下した。また、

朝の最低血圧は通常期間の平均 74.1mmHg に対して、暖か期間には平均 73.9mmHg と

0.2mmHg 低下した。晩の最高血圧は、通常期間の平均 117.2mmHg に対して、暖か期間に

は平均 117.3mmHg となり、0.1mmHg 上昇した。また、晩の最低血圧は通常期間の平均

70.1mmHgに対して、暖か期間には平均 69.7mmHg と 0.4mmHg 低下した。なお、いずれ

も有意な変化は確認されなかった。 

 

図 3.9 長門市の調査参加者の血圧低減効果 
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続いて大村市に関して、朝の最高血圧は、通常期間の平均 141.0mmHg に対して、暖か

期間には平均 140.1mmHg となり、0.9mmHg 低下した。また、朝の最低血圧は通常期間の

平均 77.5mmHg に対して、暖か期間には平均 77.3mmHg と 0.2mmHg 低下した。晩の最

高血圧は、通常期間の平均 128.0mmHgに対して、暖か期間には平均 128.4mmHg となり、

0.4mmHg 上昇した。また、晩の最低血圧は通常期間の平均 69.2mmHg に対して、暖か期

間には平均 70.0mmHgと 0.8mmHg 上昇した。なお、いずれも有意な変化は確認されなか

った。 

 

図 3.10 大村市の調査参加者の血圧低減効果 
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続いて室戸市に関して、朝の最高血圧は、通常期間の平均 136.6mmHg に対して、暖か

期間には平均 133.5mmHg となり、3.1mmHg 有意に低下する傾向を確認した。また、朝の

最低血圧は通常期間の平均 82.2mmHg に対して、暖か期間には平均 80.7mmHg と

1.5mmHg 低下した。晩の最高血圧は、通常期間の平均 128.6mmHg に対して、暖か期間に

は平均 126.4mmHg となり、2.2mmHg 低下した。また、晩の最低血圧は通常期間の平均

77.0mmHgに対して、暖か期間には平均 74.9mmHg と 2.1mmHg 有意に低下する傾向を確

認した。なお、朝の最低血圧、晩の最高血圧についてはいずれも有意な変化は確認されな

かった。 

 

 

図 3.11 室戸市の血圧集計 
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最後に板橋区に関して、朝の最高血圧は、通常期間の平均 123.3mmHg に対して、暖か

期間には平均 120.7mmHg となり、2.6mmHg 有意に低下した。また、朝の最低血圧は通常

期間の平均 74.6mmHg に対して、暖か期間には平均 73.4mmHg と 1.2mmHg 有意に低下

した。晩の最高血圧は、通常期間の平均 118.9mmHg に対して、暖か期間には平均

117.7mmHg となり、1.2mmHg 低下した。また、晩の最低血圧は通常期間の平均 70.5mmHg

に対して、暖か期間には平均 70.2mmHgと 0.3mmHg 低下した。晩の最高・最低血圧につ

いてはいずれも有意な変化は確認されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-2-11 板橋区の血圧集計 
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●フィードバック資料：個人へのフィードバック例 

 



 

 

13 

 

 



 

 

14 

 

 



 

 

15 

 

 

 



 

 

16 

 

 



 

 

17 

 

 



 

 

18 

 

 



 

 

19 

 

 



 

 

20 

 

 



 

 

21 

 

 



 

 

22 

 

 

 



 

 

23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

24 

 

●フィードバック資料：長門市全体傾向資料  
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●フィードバック資料：大村市全体傾向資料  
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●フィードバック資料：室戸市全体傾向資料  
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●フィードバック資料：板橋区全体傾向資料 
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